























































































　「裏山」 「（緑の）お山」 「お山のぼり」 「青空」 「お日様」 「葉っぱ」 「原っぱ」「木」「や
まんばの木」「どんぐり」「どんぐり拾い」 「森」「虫さがし」 「お山の幼稚園」「裏山探検
（隊）」「お山で遊ぶ」「森の中にいるような」 「木の根にできたうろの中に泥だんごを隠






　「笑顔いっぱい」 「いっしょに笑おう」 「にこにこ笑顔の」 「笑顔があるよ」「にっこり























































































可唱範囲がほぼ 譜例- ２ 程度であることを考えれば、この 「だ」 は白玉で示したＣあ
たりが妥当であろう。










うか？ 試しに歌ってみると 「あしたのわ」 は順次上行線に無理なく合致する。「わた
しに」 に合わせるには少しだけリズムを加工すればよく、ここを小さなシンコペー
ションとする。次の部分、 「会う」 の意味を歌えるか？ 「あう」 ではシラブルが合わな
い。「出会う」 これも無理。「出会う場所」 か？ シラブルは合うが、なんだかわざとら
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しいし、「場所」 は熟語で、しかもこの旋律線とはイントネーションが矛盾するので却












































　続いて前半部。まずここまでで何が不足かを考える。前掲のグループ ② ③ ⑤ の内
容は盛り込めた。残るは ① ④ ⑥ つまり、自然環境、友達、地域の伝統、五感といっ
たところ。後半に 「だいすきな」 というピークがあるので、冒頭はボトムから落ち着
いて始めよう。たとえばＢ♭から、お山、裏山、緑…。すると一気に 「お山の声、緑





ぐれ。四季折々に様々なメッセージを伝えてくれる裏山の 「声」 や 「歌」 に耳をすま
す。どこで？「ここ」 で。「きこえてくる、ほらここで」 のフレーズはほとんど無意識
に出て来たものだが、「ここ」 の一語に様々な意味が込められそうだ。つまり、「気持
ちのいい場所」 「いつまでも親しみのある場所」 「巣立った誰もがまた来たくなる」 な
ど、愛着や思い出につながるイメージ。千曲川や産川が流れる塩田平という地であ































る」 から 「触る」 つまり静から動への推移を描きたいから 「見る」 が先でよい。凝視
する子どもの姿 「見つめる」 を使えないかと考えていたことはすでに述べた。ここだ。






を話そう？」 これでよい。「手で」 の前後もこの形式で考えてみる。つまり 「○○する
手で何○○？」 の形。「○○する手で何触ろう」 で触覚クリア。しかし「さわろう」では
あまりにもベタである。そこで脳内ストックから応募にあった 「つくる」 と 「夢」 を
引っ張り出して 「夢見る手で何つくろう？」 にしてみる。「触る」 のみならずその手で
「作る」。「創る」 でもよい。何ごとかを自分の手で成すのだ。そしてその体験を通し
て自分自身を創っていく子どもの姿。できた。譜例－11（二回目）の、夢見がちで少





「目」 と 「手」 は同じ箇所に用いることにする。
　グループ ① すなわち自然関連にはまだ手つかずの言葉があるが、「葉っぱ」「原っ
ぱ」 「森」 などは 「緑の歌」 に、「虫さがし」 「どんぐり拾い」 「裏山探検」 などは 「遊ん
で」 に集約済みと考え、ここでは視線を上に向けてみることにする。「青空」 と 「お日
さま」だ。
　ところがそうするより先に、「目」 と 「手」 のある二回目の断片がきこえてきた。「友















































　タイトル 「つばさ」 は数日後、印刷直前に 「あしたのわたし」 に変更した。
おわりに
　以上をもって、冒頭に記した 「お寄せくださった様々な思いやメッセージ全てを私
はこのように受けとめ、歌にまとめさせて頂きました」 の真意、および、応募にあっ
た文や句が歌の中にそのままの形で現れていない事情をご理解頂ければ幸いである。
　本稿を読めば、筆者がいかに独善的、主観的に事を進めたかは一目瞭然であろう。
つまりこれは、愚直に不器用に美を切望したが故の確信犯なのだ。その結果、この歌
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が事実上筆者の作詞・作曲の体をなしていることも否定しない。しかし、応募用紙に
書かれた一語一語がなければ、決してこの歌が 「このような」 ものになりえなかった
ことに疑いの余地はない。公募に応じてくださった皆様のお心に、そして筆者を突き
動かしてくれた一語一語に感謝したい。すべての謝意は巻末のスコアの中にある。
